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本レポートは、信金中金の海外駐在員等が最新のトピックスについて報告します。今回は、

ASEAN 後発新興国（CLMV）の一つであるカンボジアについて報告します。お取引先との意見交換

時に、本稿をご参考いただけたら幸いです。 
 

 

１．カンボジアの経済指標等：小国ながら高い成長率、長期政権が続く 

 カンボジアの経済指標を ASEAN 諸国と比較すると、人口や名目 GDP 等の項目は小規模です

が、実質 GDP 成長率（新型コロナの影響を受けていない 15～19 年の平均）は＋7.1％と高水

準となっています。また、若年層が全人口に占める割合はフィリピンと並び 2 番目に高く、賃

金は低水準であり、安価で豊富な労働力を有しています（図表１）。 

主要産業は、農林水産業（GDP 比：約 22％）、製造業（同：約 16％）、建設業（同：約 14％）

ですが、特に縫製業が盛んで、輸出品目の約 65％を衣類・繊維製品が占めています。 

 

 

 カンボジアは、1991 年にカンボジア和平協定が締結されるまで約 20 年間内戦状態にあり、

社会的混乱が継続していましたが、98 年に国連代表権を回復して国際社会に復帰し、99 年に

は ASEAN に正式加盟しました。政治体制は、フン・セン政権が 30 年以上続いており、直近の

選挙（2018 年）では与党が議会の全議席を獲得したことから、事実上の一党独裁といえます。 

 

［図表１］ASEAN諸国の比較

人口 若年層の比率 名目GDP 一人当たりGDP 賃金（月額）

（百万人） （％） （十億米ドル） （米ドル） （15～19年平均） （20年） （米ドル）

インドネシア 270.2 42.7 1,060 3,922 5.1 -2.1 421

マレーシア 32.9 40.5 337 10,231 4.9 -5.6 431

フィリピン 108.8 48.8 361 3,323 6.6 -9.6 272

シンガポール 5.7 23.6 340 59,795 3.2 -5.4 1,907

タイ 69.8 29.7 502 7,188 3.5 -6.1 447

ブルネイ 0.5 38.1 12 26,061 0.7 1.1 ‐

ベトナム 97.4 36.9 343 3,523 7.0 2.9 241

ラオス 7.3 51.2 19 2,587 6.2 -0.4 210

ミャンマー 53.2 43.6 81 1,527 6.3 3.2 181

カンボジア 15.7 48.8 25 1,607 7.1 -3.1 222

（注1）数値は20年時点

（注2）若年層の比率＝24歳未満の人口／全人口

（注3）賃金は製造業のワーカー（一般工職）を想定。ジャカルタ、クアラルンプール、マニラ、シンガポール、バンコク、

　　 　 ハノイ、ビエンチャン、ヤンゴン、プノンペンを比較（ブルネイはデータなし）。

（出所）IMF WEO、国連、JETRO
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 今月のトピックス： 

１． カンボジアの経済指標等：小国ながら高い成長率、長期政権が続く 

２． 新型コロナの状況：高いワクチン接種率 

３． 外資企業に対する規制等 
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こちらは信用金庫とそのお取引先向けとさせて頂いております。 

ご覧になりたい場合は、お近くの信用金庫（検索はこちら）までご相談ください。 

 続きを読む  

https://www.shinkin-central-bank.jp/cgi-bin/s/index.cgi
https://shinkin-overseas.jp/upload_file/m008-m008_02/ms10.pdf

